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      平成２４年度の鹿島港湾・空港整備事務所の事業概要は以下のとおりです。 

 

 

 国内有数の鹿島臨海工業地帯における原材料及び製品の海上輸送基地として重要な役割を担っている鹿島

港では、産業競争力を強化するため、大水深岸壁をはじめ防波堤の整備を進めています。また大規模な地震が

発生した場合に、被災直後の緊急物資等が行えるよう外港地区岸壁の耐震化を実施します。 
最新鋭の海上コンテナターミナルを有する茨城港常陸那珂港区では、北関東地域と海外・国内の生産・消費

地を結ぶ新たな国際物流の拠点として、コンテナ貨物や RORO 貨物の効率的な輸送に対応するターミナル及

び防波堤の整備を実施します。 
また平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震により被災した施設の復旧工事を、実施します。 
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平成２４年度 鹿島港湾・空港整備事務所の事業概要について 



鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業

Ｈ２４年度事業費： ３９．４億円

【茨城県】 直轄

か し ま こ う がいこ う ち く こ くさいぶつりゅう せ いび じ ぎ ょ う
平成24年度暫定供用予定

復興庁計上予算

鹿島港は、石油化学、鉄鋼、飼料、木材などの企業群が立地する国内最大級のコンビナートの
海上輸送基地であり、増加する外貿貨物に対応する公共岸壁の増強が必要となっています。

また、東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模地震発生後の緊急物資輸送の確保や、企業物流
を維持するための耐震強化岸壁の整備が強く求められています。

事業の概要

岸壁(水深14m)(耐震)上部工事、防波堤(中央)及び防波堤(南)の延伸工事を実施します。

平成２４年度予定

このため、外港地区において、外貿貨物の増加と輸送船の大型化に対応するとともに、大規模
地震に対する耐震性能を有する新たな国際物流ターミナル（水深14m）を整備しています。

事業の効果

新たな国際物流ターミナルの整備により、大型船による効率的な輸送が可能となり、地域産業
の国際競争力が向上します。

また、防波堤の延伸を図ることにより、港内静穏度が向上し、船舶の航行安全と岸壁での荷役
作業の効率性が高まります。

さらに、大規模地震の発生に際しても、緊急物資等の海上輸送機能を確保できます。

南 共ふ頭地

【位置図】

鹿島港

防波堤(南)

泊地(水深14m)

岸壁(水深 )(耐震)

航路泊地(水深14m)

北航路地区

南公共ふ頭地区

防波堤(中央)

外港地区

岸壁(水深14m)(耐震)

護岸(防波)

道路(外港１)

凡 例

直轄

補助

防波堤(中央) 護岸(防波) ふ頭用地
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茨城港常陸那珂港区外港地区国際海上コンテナターミナル等整備事業

Ｈ２４年度事業費： ５．０億円

【茨城県】 直轄

いばら き こ う ひ た ち な か こ う く が いこ う ち く こ く さ いか いじ ょ う と う せ いびじ ぎ ょ う

復興庁計上予算

【茨城県】 直轄

茨城港常陸那珂港区の背後圏である北関東地域（茨城県・群馬県・栃木県）は、首都圏の製造
業の拠点として、工場立地が進展しており、域内等の生産・消費活動の拡大に伴い、常陸那珂港
区を利用する海上輸送需要が増大しています。

このため、外港地区北ふ頭において、北関東自動車道等の広域道路ネットワークとの良好な

事業の概要

平成２４年度予定

、 港 頭 、 関東 動 広域 路 良
アクセスを活かして背後圏と国内外とを結ぶ新たな物流拠点として、コンテナ貨物やRORO貨物の
効率的な輸送に対応する国際海上コンテナターミナル（水深14m、12m）及び国際物流ターミナル
（水深10m）を整備しています。

防波堤（東）の延伸工事を実施します。

事業の効果

国際海上コンテナターミナル等の岸壁は既に供用しており、背後圏の立地企業の物流活動に利
用されています。また、直背後に立地する建設機械メーカーの工場から大型建設機械が自走して
直接船積みできることから、物流コストとＣＯ２の削減が図られており、企業の国際競争力が向上し
ており、さらなる工場拡張計画が進展しています。

このような企業活動の支援として、防波堤の延伸を図ることにより、港内静穏度が向上し、
船舶の航行安全と岸壁での荷役作業の効率性が高まります。

【位置図】

外港地区

茨城港
常陸那珂港区

岸壁(水深14m、水深12m、水深10m) 防波堤(東)

中央ふ頭地区
北ふ頭地区

波除堤(中央)

道路

凡 例

直轄

補助

撮影：平成２１年２月
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茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区国際物流ターミナル整備事業

Ｈ２４年度事業費：１．０億円

い ば ら き こ う ひ た ち な か こ う く ちゅうおう ふ と う ち く こ く さ い ぶつりゅう せ い び じ ぎ ょ う

平成24年度新規事業化箇所

復興庁計上予算

【茨城県】直轄

茨城港常陸那珂港区においては、近年、直背後に大手建設機械メーカーの製造工場が立地
するともに、中古自動車の整備工場が進出するなど、企業立地が相次いでおり、建設機械や中古
自動車の輸出を中心とする外貿RORO貨物の一大輸送拠点となっています。また、建設機械メー
カーの工場拡張計画が進展しており 今後も外貿RORO貨物の増大が見込まれています

事業の概要

カ の工場拡張計画が進展しており、今後も外貿RORO貨物の増大が見込まれています。

一方、東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模地震発生後の緊急物資輸送の確保や、企業物流
を維持するための耐震強化岸壁の整備が強く求められています。

このため、平成２４年度から、建設機械等の世界的な需要拡大に伴う外貿RORO貨物の増大に
対応するとともに、大規模地震に対する耐震性能を有する新たな国際物流ターミナル（水深12m）
を整備します。

岸壁(水深12m)(耐震)の設計を実施します。

平成２４年度予定

※ＲＯＲＯ ： ROLL ON ROLL OFFの略。貨物をトラックやフォークリフトで積み卸す水平荷役方式をいう。
水平荷役方式の貨物船（ＲＯＲＯ船）は、船尾や船体の側面にトラック等の出入り用の開閉扉を有する。

事業の効果

新たな国際物流ターミナルの整備により、大型RORO船等による効率的な輸送が可能となり、
地域産業の国際競争力が向上がします。

また、大規模地震の発生に際しても、緊急物資等の海上輸送機能を確保できます。

【 位置図 】

外港地区

ふ頭用地

県道常陸那珂港山片線

岸壁(水深12m)(耐震)
泊地(水深12m)

航路泊地(水深12m)

【 位置図 】

茨城港
常陸那珂港区

北ふ頭地区

中央ふ頭地区

常陸那珂港ランプｺﾏﾂ茨城工場

日立建機臨海工場

県道常陸那珂港山片線

凡 例凡 例

直轄
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：応急復旧工事 ：暫定供用 ☆ ：災害査定 ：本格復旧工事 ：供用

鉄鋼、非金属鉱物

鋼材 ☆

化学肥料、非鉄金属

動物性製造飼肥料 ☆

☆

動物性製造飼肥料

鋼材、化学肥料 3/22～ ☆

鹿島港　復旧工程計画

番号 施設名 水深 主な取扱品目
平成２３年度

12 12 1

平成２４年度

5 329 10 1181 7435 64

鋼材、化学肥料

-7.5m

A岸壁

-10m

④

①

③

B岸壁②

C岸壁

D岸壁

-10m

-7.5m

南公共
埠頭

2

暫定利用可能

118 976 10
平成２５年度以降

平成２４年５月１４日

鋼材、化学肥料 3/22～ ☆

木製品、化学肥料

鋼材

鉄鋼、砂利・砂

化学肥料

鉄鋼、非金属鉱物

鋼材 ☆

3/18～ ☆

☆ 7/1～（吃水6m）

☆ 7/1～（吃水6m）

⑧ 砂利・砂、鋼材

-19m

Ｅ岸壁

航路

中央

コンテナ（化学肥料）-10m

北公共
埠頭

-10m

-7.5m

H岸壁

☆

Ｃ岸壁

⑦

Ｆ岸壁

-10m

⑨

⑩

⑫

⑥

Ｅ岸壁 -7.5m⑤

埠頭

鉄鋼、化学肥料Ｄ岸壁

-10m

-22m

暫定利用可能

暫定利用可能

暫定利用可能

暫定利用可能

☆

⑬

⑪

航路

外港

南 航路

☆

☆

☆

-10m
暫定利用可能暫定利用可能☆

⑭

⑬

－

－南海浜

導流堤

護岸

突堤

南 航路

⑯

⑮

－

14 15

11

16

32
654

7
13 1

89
10

12

14 15 16

※鹿島港湾・空港整備事務所は茨城県と共同して、鹿島港及び茨城港の復旧事業を実施しております。
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平成２４年５月１４日

：応急復旧工事 ：暫定供用 ☆ ：災害査定 ：本格復旧工事 ：供用

☆ 暫定利用可能

☆

☆

☆

34 5

水産品

主な取扱品目
平成２３年度

6 10

水産品

10 12119 31 21211

水産品-5m岸壁

－

－ 水産品

-5m

茨城港大洗港区　復旧工程計画

番号 施設名 水深
平成２４年度

7 986 74 25 18

①

物揚場②

③

第１ふ頭

岸壁

先端護岸
波除堤

④ 第２ふ頭

平成２５年度以降

☆

製造食品・飲料、雑貨

製材、パルプ、鉄鋼 ☆ 6/6～（吃水6.8m）

製造食品・飲料、雑貨

製材、パルプ、鉄鋼 ☆ 暫定供用

3/24～（吃水5m） ☆

☆

⑤
第３ふ頭

Ｇ岸壁

⑥ Ｈ岸壁

暫定利用可能

砂利・砂、化学肥料

-8m

-8m

☆

-8m⑦ 第４ふ頭 岸壁

⑧  中央航路・泊地 -8m

浮桟橋・クレーン －⑨ マリーナ

1

2

4

3

5

8

4
5

6 7
9

※鹿島港湾・空港整備事務所は茨城県と共同して、鹿島港及び茨城港の復旧事業を実施しております。
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平成２４年５月１４日

：応急復旧工事 ：暫定供用 ☆ ：災害査定 ：本格復旧工事 ：供用

紙・パルプ

産業機械 ☆

産業機械

シャーシ 4/1～ ☆

産業機械､非鉄金属

完成自動車 3/22～ ☆

完成自動車

紙・パルプ、製造食品      5/18～☆

茨城港常陸那珂港区　復旧工程計画

番号 施設名 水深
17 8 9

平成２４年度

31211 12 4 2

暫定利用可能

104 10 11651 25

③

② B岸壁
北ふ頭
（外貿）

① A岸壁

C岸壁

④ Ｄ岸壁

平成２５年度以降

-7.5m

主な取扱品目
平成２３年度

-14m

3

-12m

-10m

8 96 7

紙 パルプ、製造食品    5/18 ☆

完成自動車

紙・パルプ、製造食品      5/18～☆

完成自動車

紙・パルプ、製造食品      5/18～☆

4/29～ ☆

3/22～ ☆

完成自動車

製造食品、紙製品 3/15～ ☆

シャーシ

製造食品、紙・パルプ 3/22～ ☆

4/29～ ☆

4/29～

（吃水5.5m） ☆ 暫定利用可能

北ふ頭
（内貿）

⑤ Ｅ岸壁

⑧

⑥

Ｈ岸壁

Ｆ岸壁

⑦ Ｇ岸壁

B岸壁

B岸壁

C岸壁

⑨
中央ふ頭

Ａ岸壁

⑩

⑪

⑫
南ふ頭

産業機械

鉄くず（スクラップ）

-7.5m

-5.5m

-7.5m
（耐震）

-9m

化学薬品

-5.5m

-7.5m

-5.5m 産業機械

-7.5m

（吃水 ） ☆ 暫定利用可能

7

5

1 1

19

6

4

3

2

1

8
7

1 1

19

6

※鹿島港湾・空港整備事務所は茨城県と共同して、鹿島港及び茨城港の復旧事業を実施しております。
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平成２４年５月１４日

：応急復旧工事 ：暫定供用 ☆ ：災害査定 ：本格復旧工事 ：供用

4/2～(吃水5.5m) ☆

3/29～(吃水5.5m) ☆

6/1～（吃水6m）

☆

非金属鉱物

非鉄金属 3/20～(吃水6m) ☆

310 11 12 16 2

石油製品、重油

茨城港日立港区　復旧工程計画

番号 施設名 水深
平成２４年度

4 118 2 3 95 10 46

-7.5m

-7.5m

7 7112
主な取扱品目

平成２３年度

9

石油製品、重油
暫定利用可能

85

Ｂ岸壁

Ｃ岸壁

Ｄ岸壁

Ｂ岸壁

暫定利用可能

④

①

②

③

第１ふ頭

石炭

-9m

-10m

平成２５年度以降

非鉄金属 3/20 (吃水6m) ☆

非金属鉱物

砂利・砂、コークス ☆

非金属鉱物

砂利・砂、コークス ☆

非鉄金属

電気機械、金属製品 ☆

シャーシ

化学工業品 ☆

生乳、製造食品

再利用資材 5/9～(吃水9m) ☆

☆

非鉄金属

シャーシ、金属くず ☆ 暫定利用可能

3/20～(吃水9m) ☆

Ｄ岸壁

Ｃ岸壁第２ふ頭

⑥

⑤

⑨

⑧

⑦

Ｄ岸壁

Ｃ岸壁

第４ふ頭

Ｅ岸壁

-12m

-10m

完成自動車

第５ふ頭

Ａ岸壁

⑬

⑪

Ｄ岸壁

ＢＣ岸壁

⑩ -7.5m

-7.5m

-7.5m

-10m

-7.5m

-12m

金属くず

3/20 (吃水9m) ☆

2 3
8

9

11

12

13

1

2 3

4 5

6

7

8

10

11

※鹿島港湾・空港整備事務所は茨城県と共同して、鹿島港及び茨城港の復旧事業を実施しております。
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鹿島港平成２４年度

事 業 要概

■鹿島港の沿革

鹿島港取扱貨物量の推移

■鹿島港の概要
60,000

70,000
公共 専用

53,11653,726

57,023
55,710

52 765

55,642
53,021 53,413 52 696

56,123

58,219 57,769

55,93755,261
56,366

60,483
58,519

65,218
65,013

53,628
55,401

64,000単位：千トン

石油化学コンビナート企業群、製鉄関連企業

群、穀物飼料企業群などを擁する鹿島臨海工

業地帯において、鹿島港は立地企業の原材料

や製品の海外輸送基地として重要な役割を担っ

ています。平成23年5月には国際バルク戦略港

湾（穀物の部）に選定されました。

また、近年の企業の事業再編・効率化や物流

体系の見直しなどの流れから、東京へ１時間余

りで連絡可能な鹿島港は、これまで京浜一帯で

■鹿島港の沿革
１９６３（昭和３８）年 重要港湾に指定される

１９６５（昭和４０）年 中央航路堀込開始

１９６９（昭和４４）年 第１船入港

関税法に基づく開港となる

検疫法に基づく指定港になる

１９７８（昭和５３）年 南公共埠頭一部供用開始

１９９１（平成３）年 南公共埠頭完成

１９９３（平成５）年 鹿島港外港地区（―１４ｍ）岸壁

建設に着手

２００８（平成２０）年 内航フィーダー航路開設

横浜港でOOCLの

東南アジア航路に接続

２０１０（平成２２）年 重点港湾に指定される

国際バルク戦略港湾へ応募

２０１１（平成２３）年 外港定期コンテナ航路再就航

国際バルク戦略港湾（穀物の部）に選定

外港地区耐震強化岸壁(-14m)着工

■入港船舶隻数（平成２２年） 20 000

30,000

40,000

50,000
53,116 52,765 53,413 52,696

りで連絡可能な鹿島港は、これまで京浜 帯で

扱われていた一般公共貨物のシフト先としての

役割も期待されています。

平成１８年２月には北公共ふ頭にガントリーク

レーンを備えた多目的バースも供用開始され、

首都圏の物流を担う物流港湾として、今後増加

が予想される公共貨物や大型船舶に対応する

ため、公共ふ頭の整備が進められています。

１９９４（平成６）年 北公共埠頭建設着手

１９９９（平成１１）年 北航路堀込み開始

２００２（平成１４）年 北公共埠頭一部供用開始

（－１０ｍ岸壁、１バース目）

２００４（平成１６）年 北公共埠頭一部供用開始

（－１０ｍ岸壁、２バース目）

２００６（平成１８）年 北公共埠頭一部供用開始

（－１０ｍ岸壁、３バース目）

■入港船舶隻数（平成２２年）

■鹿島港の港湾空間の規模（平成２３年３月）

港湾区域 ５，２１２.2ha

臨港地区 ２，４９４.2ha

１３，８９０隻

平成２２年鹿島港取扱貨物の品種

0

10,000

20,000

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22

鋼材, 2,611,580
トン, 56.1%

砂利・砂, 710,178
トン, 15.3%

石油製品, 
241,357トン, 5.2%

その他石油製品, 
122,999トン, 2.6%

その他, 175,105
トン, 3.8%

輸出

4,655,788ﾄﾝ

鉄鉱石, 
12,650,830トン, 

32.1%

とうもろこし, 
2,816,530トン, 

7.1%

石油製品, 
1,641,557トン, 

4.2%

その他, 6,256,387
トン, 15.9%

輸入

39,395,641ﾄﾝ

開発前の海岸線
現在の 中央航路

化学薬品, 
794,569トン, 

17.1%

原油, 8,816,444 
トン, 22.4%

石炭, 7,213,893 
トン, 18.3%

昭和４０年 中央航路掘削開始 昭和４３年頃の鹿島港中央航路開削の様子 現在の 鹿島港全景

■貨物別構成

石油製品, 
3,692,670トン, 

28.2%

砂利・砂, 904,382

重油, 830,060トン, 
6.3%

その他, 2,297,978
トン, 17.5%

移出

13,115,569ﾄﾝ

石灰石, 
1,921,810トン, 

28.1%

鉄鋼 274 449

その他, 
1,911,194トン, 

28.0%

移入

6,833,260ﾄﾝ

輸出

4,655,788

ト

移入

6,833,260

ト

鋼材, 3,338,903
トン, 25.5%

化学薬品, 
2,051,576トン, 

15.6%

砂利 砂, 904,382
トン, 6.9%

重油, 1,631,429
トン, 23.9%化学薬品, 

681,148トン, 
10.0%

コークス, 
413,230トン, 

6.0%

鉄鋼, 274,449
トン, 4.0%

トン

7.3%

輸入

39,395,641

トン

61 6%

移出, 

13,115,569

ﾄﾝ 20.5%

トン

10.7%

平成22年

取扱貨物量

64,000,258ﾄﾝ

石油コンビナート穀物サイロ製鉄工場原油タンク

国土交通省 関東地方整備局 鹿島港湾・空港整備事務所

TEL：０２９９－８４－７７１１ FAX：０２９９－８２－１６７３

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/

61.6%



●外港地区においては大規模な地震が発生した場合に、被災直後の緊急物資、避難者等を輸送するための機能を確保するべく岸壁（-14m）を耐震
化の整備を実施します。

●外港地区や港内の静穏度を向上させるため、中央防波堤・南防波堤の整備を促進します。
平成２４年度の整備概要

平成２４年度事業概要

鹿島港

北公共ふ頭地区

南公共ふ頭地区

外港航路
北航路

南防波堤の整備

外港航路

南防波堤の整備

北海浜地区

中央防波堤の整備
外港地区

平成２４年度
直轄事業費

３９．４億円

岸壁(-14m)の耐震化



常陸那珂港区平成２４年度

事 業 要概

■常陸那珂港区の概要 ■常陸那珂港区の沿革

茨城港
常陸那珂港区の定期航路

●外貿定期航路

１９８３（昭和５８）年 重要港湾に指定される

北関東自動車道の整備（平成２３年３月１９日に関越自動車道までの区間が開通）により、常陸
那珂ICから栃木県宇都宮市までは約１時間、群馬県高崎市までは約１時間３０分で行くことができ
ます。
最新鋭の海上コンテナターミナルを有する茨城港（常陸那珂港区）は、栃木県を経て群馬県に

至る北関東自動車道整備と併せ、東西方向の新しい物流ルートを形成し、北関東を中心とした首
都圏における物流の合理化再編と発展に大きく貢献していくものと期待されています。

１９８３（昭和５８）年 重要港湾に指定される

１９９２（平成４ ）年 東防波堤１号函据付

１９８９（平成元）年 作業基地整備着工

１９９３（平成５）年 北ふ頭地区着工

１９９８（平成１０）年 北ふ頭地区内貿バース供用開始
第１船入港
北防波堤工事着工

２０００（平成１２）年 北ふ頭地区外貿バース供用開始

昭和６２年 平成６年８月

（平成 ）年 北ふ頭地区外貿 ス供用開始

２００１（平成１３）年 中央ふ頭地区本格着工
関税法に基づく開港となる

２００３（平成１５）年 常陸那珂火力発電所本格稼働開始

２００６（平成１８）年 中央ふ頭耐震強化岸壁(-7.5m)供用開始

２００８（平成２０）年 県北３港（日立港・常陸那珂港・大洗港）が統
合し茨城港となる

２００９（平成２１）年 中央ふ頭地区岸壁(-9m)供用開始

東南アジアRORO航路(2-3便/月）
(H23.6開設）

南米定期RORO航路(1-2便/月）
(H23.2開設）

■常陸那珂港区の港湾空間の規模（平成２４年３月）

■入港船舶隻数（平成２２年）

港湾区域 ２，２３２ha

臨港地区 ３４０ha

1,316隻平成１０年１２月 常陸那珂港供用開始
現在の北ふ頭地区

品目別構成輸移出入構成

●内貿定期航路

２０１０（平成２２）年 重点港湾に指定される
２０１１（平成２３）年 北九州航路を日立港区からシフト
２０１２（平成２４）年 中央ふ頭耐震強化岸壁(-12m)着手

豪州定期RORO航路(1-2便/月）
(H24.3開設）

松山－常陸那珂:週1便（金）

品目別構成輸移出入構成

移入：製造食品，完成自動車，家具装飾品

移入：生乳，製造食品，紙

代表的な取扱品目

平成22年

取扱貨物量

6,499,168 トン
平成22年

取扱貨物量

常陸那珂－鹿島 横浜：週1便(金)

横浜で東南アジア航路等に接続

港湾貨物取扱量の推移

●茨城港は物流コストの削減とともにCO２削減も期待できます。

北関東自動車道路をはじめ、格

段に良くなる道路網により、茨城

北関東
自動車道等で
陸上輸送

6499

6 500
7,000

公共

（単位：千トン）

移出：産業機械，紙／移入：紙

代表的な取扱品目

輸 出：紙パルプ

輸入：産業機械

移出：産業機械

移入：染料・塗料・合成樹脂

6,499,168 トン取扱貨物量

6,499,168 トン

常陸那珂－日明:週2便(水・土)

コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量

取
扱
貨
物
量
（ｔ)

港「常陸那珂港区」を利用した場

合、北関東地域からの所要時間・

走行距離の短縮・環境負荷の低

減及びコストの削減が期待できま

す。

陸上輸送

従来の
陸上輸送
ルート

削減率

約６５％

削減率

約２０％

994

1,951

3,717
4,304 4,138

4,457
4,223 4,366

4,937

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
5,500
6,000
6,500 公共

専用

国土交通省 関東地方整備局 鹿島港湾・空港整備事務所

TEL：０２９９－８４－７７１１ FAX：０２９９－８２－１６７３

http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/

削減率

約４０％

削減率

約４５％

324

0
500

1,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22



●船舶の荷役が行いやすい静穏な港にするため、東防波堤の延伸を実施します。
●外貿RORO貨物増大への対応及び大規模地震の発生に際しても海上輸送能力を確保するため、中央ふ頭地区耐震強化岸壁（-12m）のプロジェクトに着手します。

平成２４年度の整備概要

平成２４度事業概要

常陸那珂港区茨城港

中央ふ頭国際物流ターミナル

（耐震岸壁(-12m))プロジェクト

の着手

中央ふ頭地区
南ふ頭地区

の着手

東防波堤の整備

北ふ頭地区

平成２４年度
直轄事業費

6.0億円
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